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原 著

實驗的皮下結核病竈ノ年齢的差異二就テ
=

長崎醫科大學病理學教室(圭任 竹内教授)

讐學士 高 村 了 助

工 緒 言

年齢的差異二由 リ病的反慮二相違アル事ハ、古

來多撒學者 ノ興味デ惹キシ事實 ニシテ、諸疾患

殊 二傳染病 二於 テ、成人 ト小見 トノ疾病 ノ性質

ノ異ナル事、同一病源禮 二封スル臨抹的或ハ病

理解剖學的所見ガ年齢 二由 リ質的 ニモ將又量的

ニモ大ナル相違 アルコトハ、周知 ノ事實ナ リ。

從 ツテ古來多 クノ學者ハ此黙二研索 テ怠 ラズ、

幼若拉二成熟動物間 ノ病的反慮 ノ差異二關スル

業績ハ山積セリ。

文獣二稼 レバ、M6nckebergハ 幼見疾患 ノ経過

ガ成人 ノ夫 レニ比 シ甚 グ異ナレルハ組織 ノ種々

成分異ナル爲個禮 ノ種 々ノ反磨能力 ガ質的 二異

ナルニ因ル ト述べ、Schwalbeモ 亦中毒例ヘバ

阿片 二於 テ幼見 ト成人 トハ量的 ノミナラズ質的

ニモ差異 テ有 スル事 テ記述 セリ。大久保ハ實験

的 中毒症二於 ケル腸粘膜攣化二年齢的差異 アリ

ト報 ジ、上谷ハ實験的肺炎二於 テ幼若家兎ハ成

熟家兎二比 シ早期 ヨリ淋巴球活動 スル事 テ認 メ

タリ。西谷 ハ實験的貧血二、本田ハ肺炎拉二肋

膜炎 ノ研究 二於 テ病理解剖學的 二實験的 二成人

ト小見或ハ哺乳見 トノ問二種々差異 アルテ認メ

タリ。佐多、見玉ハ動物 ノTuberkulin反 慮二

於 テ幼若ナル動物ハコノ反慮殆 ンド無ク獣齢ノ

進 ムニ從 ヒ反慮張 クナルテ観察セリ。井手ハ骨

髄性互態細胞栓塞 ノ實験 二年齢的差異 アノレラ指

摘 セリ。Gundowbiバ ー般 二幼見期 ノ網封犬織細

胞 ガ成人 ノモノニ比 シ狭小ナル事 ラ認メ、井手

ハ組織球性細胞 ノ貧喰機能二就 キ成熟動物 トテ

封比 セルニ幼若食物ハ其機能甚 ダ弱 キ事 ラ観察

セ リ。

徳永ハ實験的結核二於テ幼若家兎バー般 二結核

病竈 二於ケル淋巴球反慮顯著ニ シテ成熟動物ハ

前者 二比 シ組織球性反慮早期 ヨリ強度 ナル事ヲ

認 メタリ。其他幼見期 ト成人期 トノ間二其生物

學的反癒 二大 ナル相違テ呈 スル事 二關 シテハ、

臨 沐、病理及實験的業績枚塞 二逞 アラズ。

如斯小見期 ト成人期 トノ間ニハ量的ニモ將叉質

的ニモ其生物學的反慮二大 ナル相違貼 テ有 スル

事明白ナ リ。

人類 ノ生存繁殖上ニー大脅威 タル結核症 二就テ

モ、結核病型 ガ小児 ト大人 ノ間二大差 アルへ

臨躰家及病理解剖學者 ノ齊 シク既二確認 シタノレ

塵ニ シテ、何人 モ異論 ナキ周知 ノ事實ナ リ。

文獣 テ按ズLルニ、1903年Behringハ 肺瘍 ノ登

生ハ成人期 テ常 トスルモ、其由來 スル塵遠 ク幼

年期二胚胎 シ、即 チ結核菌 ノ侵墾及播殖拉 二肺

瘍病攣惹起ハ、肺二入 リテ直 チニ肺 テ侵 シ、叉

成人期 二感染セルモノガ直 チニ成人肺瘍 テ惹起

スルニ限 ラズシテ、其幼年期二於 テ腸 ヨリ進入

セルモノ膿 内二滞溜 シ成人期二於 テ肺 二到達 シ

肺擁テ惹起 スルセノニシテ、成人期肺瘍ハ實二

幼年期感染 二基 ク成人期 ノ病機完成ナ リト主唱

セリ。而 シテ此際感染 ニヨル免疫畿現ガ大 二與

ル慮 アルベキテ想定 セリ。
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1916年K.E.Rankeハ 発 疫 反磨攣化 ト病理解

剖 學的所見 ラ基礎 トシテ有 名 ナル結核病期分割

設 テ登表 セリ。Ranke氏 學 設 ハ既 二 周知 ノ事

ナ レバ此盧 二縷 々叙 述 セザルベ シ。

Rankeガ 結 核 獲生 及進展 ノ 時期 的観察 テ提唱

シテヨ リ、爾來結核病慶 ノ時期 的差別 テ呈 スル

原因 二關 シテハ主 トシテAllergieノ 進 行 二由

來 スル塵 多 シトナ シ、小見及成人 ラ本質 的 ノ組

織的反磨 ノ差異 二就 テ考慮 スル事 テ閉却 セ ラレ

タル観 ナキ能 ハズ。

サ レバRankeゾ 設 ク塵未 グ隔靴掻痒 ノ感 ナキ

能 ・・ズ。殊 二Ranke第 皿期 二於 テ ノミ特 二室

洞形成 ラ見ル コ ト顯著 ナル理 由、叉人類 ノ大 多

数ハ其幼年時代結核菌 ノ感染 テ蒙ルニ不拘成人

期二於ケル 如ク室洞形成 テ認ムル事少ナキ理

由(Prim翫kaverneア レド例外)二 就 テハ、未

グ吾人 ノ首肯 シ能ハザル鮎紗ナ シトセズ。

余ハ結核病型 ノ年齢的差異 テ有 スル原因二關 シ

テ、Ranke一 派諸學者 ノ結核 ノ時期的差別ガ

Allergie二 關係 スル所多 シトナセルガ如 シト錐

モ、其間年齢的差異二由ル本質的ノ組織反慮 ノ

關與 スル虜甚i大ナルベク、Ranke學 読 二更 二年

齢的差別ラ考慮 シテ結核病型 テ塵別 スベキモノ

ト信ズ。拡 二實験的 二幼若ナル動物 ト成熟 セル

動物 ノ結核 テ封比検討 セルニ、興味深 キ多少 ノ

新知見テ得 タレバ之テ報告セン ト欲ス。

■【.實 験材料及方法

實験 動物ハ雄性健康 ナル「モルモ,トJテ 撰 ピ、成

熟 動物 トシテハ艘重400gr内 外、幼若 動物 トシ

テハ100gr前 後 ノモ ノテ使用 セリ。

本實験 二使 用 セ ル 結核菌 ハ人型 ノGlyzerin-

Boui1}on約4週 間培養 セルモ ノヲ、嚴密 ナル滅

菌的操作 ノ下二剥離秤量 シ、滅菌生理 的食賂水

滴下 ノ下 二減菌漏磯乳鉢 ニテ充分之 ヲ磨梓 シ結

核菌浮游液 ヲ作 リ、 其1・0αα中 二1mgノ 結核

菌 ヲ含有 セ シメタ リ。

幼若 、成熟雨群 二分 チ タル全動物 二、前記調製

ノ結核菌食盤 水浮游液 テ動物農 重100grニ ツキ

O・25mg菌 量宛 テ左側腹壁皮 下 二接種 シ、接種

後第2週 、第3週 、第4週 ノ3同 各5頭 宛 テ撲

殺剖検 二附 シ、之 ガ病理解 剖學及組織學 的検索

テi途ゲ、彼我比較封観 セ リ。

固定液 ・・10%Formalin液 テ用 セ、Zelloidin

包 埋 切片 トシHaematoxylin・Eosin複 染 色 テ

施 シ検鏡 セ リ。

實験 材料及方 法 ノ記載 ヲ簡輩 二記載 セバ第1表

ノ如 シ。

第1表

實験材料及方法一覧表

實験
動物

fモ ル モ ッ ト」

成熟動物 礎 重400gr.内 外

幼若動物 禮 重100gr.内 外一 一

結核菌
一 へ

初感接
種部位

培 養
一→ 一 一 一 一 一一
£グ リ セ サ ソ

、ブ イ 蕊 ソ」4週 間

菌 型 人 型}}}

注射菌量
一

器 重100gr.二 付0.25憩9.

左 側 腹 壁 皮 下

皿 。實験成績

各例 二就 キ詳述 スルノ繁雑 テ遊ケ総括的二記述

ス ベ シo

結核菌注射第2週

A)成 熟動物二於ケル所見s

I.肉 眼的所見 ・

初感染接種部位 二於 テ、碗豆大 ノ稽 気隆起 セル

限局性結節駄 ノ腫脹 テ認ム。5例 中1例(566號)

ラ除キ他4例 ニハ、結節 ノ中央 二帯赤褐色 ノ痂

皮 ニテ蓋ハ レタル痩孔 アリ。倫568號 二於テハ

痂皮 ラ有セザル痩孔 アリテ灰白色 ノ膿機壌死物

質 ラ排出ス。

.II.顯 微鏡的所見

前記結節部位テ鏡検スルニ、痂皮 ハ白血球 ノ核

膿縮破砕二陥 レル予ノ・集團ニシテ、痂皮二連

リテ皮下組織二不規則 ナル多角形テナセル白血

球性膿瘍様病竈 ノ梢 ヒ廣汎ナル範園二亙 リテ存
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スルテ認ム、其周園ハ結核性病芽組織ニテ園続

サル。

此白血球性膿瘍檬病竈 二於テハ多核白血球(大

部分)及 ピ輩核白血球 ノ集籏ジ認 メ、 是等白血

球ハ概 ネPyknose或 ハ核崩壊 デ破壊 シテー見

膿瘍 ノ如ク見ユ。 然 シ普通 ノ膿膓 二於 テ ハ

且aematoxylin-Eosin染 色二依 レバ輩二破壊 シ

タル白血球ガ主 トシテ 且aematoxylinノ 色テ

探 リ黒青色二染色ス レドモ、此病竈 二於 テハ膿

瘍二比 シテ稽赤色二著染 セラレル感 アリ。油浸

装置ニテ精査スルニ此病竈ハ核濃縮核破辞二陥

レル核 ノ集團テ圭成分 トシ、病竈内白血球 ハ其

假性「エオジンJ嗜亥子ノ穎粒 テ滑失シ胞禮ハ酸性

色素染色カテ増加セル感テ呈ス。叉赤味テ樽 ビ

タル胞盟 ノ多激集合 セル所 アリ。核分葉撒 ノ四

核五核 トナ レルモノ叉多数認ム。

此皮下白血球性膿膓檬病竈 ト痂皮 トノ境界ハ。

Fibroblastenノ 帯∫伏二走 リ明カニ境 セラル ・

モノアリ(569號)}未 ダ充分境 セラレザルモノ

アリ(564號)、 淡紅色澄明二Eosin二 著色セル

漿液 ノ瀦溜 シ漿液内二多核白血球核破砕片テ多

第 2

撒浮ベタルモノニヨリテ其境界疏霧 トナ レルモ

'ア リ(567號 、568號)。

皮下結締織内白血球性膿瘍様病竈 ノ周園ハ、核

大キクシテ明ルク圓形又ハ擶圓形 テ呈 シ、胞艘

多角形幅廣 キ上皮檬細胞 ノ石垣檬配列二依 リテ

園続サル。爾園形細胞及穎粒 テ有 セル多核白血

球少撒浸潤 ス、

B)幼 若動物二於 クル所見

1.肉 眼的所見

接種後第2週 ノ幼若動物初感染部二於 テ、各例

トモ大豆大 ノ丸キ限局性結節 ノ牛球歌二膨隆セ

ルテ認 ム。結痂 ハ1例 モ無 シ。

II.顯 〔微鏡的所見

成熟動物 二於 テ認 メタルガ如キ白血球姓膿瘍様

病竈 ノ丸キ形 テ呈セルモノヲ皮下結締組織内二

認 ム。其形規則正 シク圓形ラ呈 ス。

ソノ周園s二上皮様i細胞淋巴殊浸潤 セル修覆的組

織増殖ラ認ム。

C)接 種後第2週 二於ケ ル皮下結核初感病竈

ノ年齢的差異テ封比表示 スレバ次表 ノ如 シ(第

2表 参照)。

表

動 物 番 號

成 熟 動 物 幼 若 動 物

564{566{5671568!5695351536154・15425必
性 ♂ ♂ ♂

425

♂ ♂ ♂

90

含 ♂ 舎 ♂

感染時盟重(離) 350 400 420 400 100 125 115 110

剖検時盟重(群) 310 350 420 420 380 12り 110 180 140 130

結 核 菌 量(田g) 075 1.00 1.00 1.00 1.00 0.25 026 0.25 0.25 0.25

感 染期 間(週) 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

初
感接

種
部

硬 結 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

痂 皮 十 一 十 十 十 一 一 一 一 一

潰 瘍 一 一 一 一 一 一 瑚 一 一 一

癒 痕 一 一 一 嘩 一 騨 一 輔 一 一

結核菌注射第3週

A>成 熟動物A於 ケル所見'.

1.掬 眼的所見

5例 中4例(585號 、589號 、591號 、592號 〉二

結痂1例(589號 〉二潰瘍形成 ラ認 ム。 腕豆大

亭相當隆起セル腫脹アリ、其中央 二赤褐色 ノ痂

皮 テ有 スル モノ(591號 、585號)、 痂皮 ノ正 二剥
'離 セ ントシツ ・アルモ ノ(592號)ア リ。589號

ハ 皮膚結節 ノ申央 二径 約0・4cm深 サ約0・3¢m

形 不整 ナル潰瘍 ア リ、基底部 ニハ膿様壌死物有

リ邊縁 二痂皮 ラ認 ム。

II.顯 微 鏡的所 見
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痂皮ハ縮 テ白血球核破砕片 ノ集團ナ リ。592號

二於テハ其痂皮ハ皮下稽 ζ廣範園二横 二走 レル

上皮様細胞性組織増殖層 ト漿液 二境 セラレ分離

ス。585號 、591號 ハ皮下二不規則多角形二浸

潤 セル白血球性膿瘍檬病竈 ト連 リテ其境界明ナ

ラズ。584號 二於 テハ皮下二不規則ナル形欺 ノ

白血球性膿瘍様病竈 テ認 ム。

潰瘍 テ形成セル589號 ノ潰瘍底面ハ白血球性膿

瘍様病竈 ヨリ成 レドモ、第2週 二於ケル夫 レニ

比 シ白血球核 ノー層崩壌セル黙態テ示 シ、崩壌

セル核 ノ集合 シテ雲紫歌 二青黒染 セルモノア

リ。一般 二核破砕片 ノ染色不良 トナル。病竈一

饅二酸性色素嗜好力バー・層増加 シEosinニ テ

赤染スル度強シ。サ レド核テ全 ク認メザル完全

ナ壊死帥チ乾酪攣性ハ全 ク之テ認 メズ。白血球

性膿瘍様病竈ハ稽 気不規則r・皮下二浸潤 シ、其

動物一 断

性 舎

感染時盟重(gr) 400

剖検時饅重(醗) 410

結 核 菌 量(mg) 1.00

感 染期 間(週) 3

初感

接種

部

課 結
痂 皮

十

一

潰 瘍 一

振 痕 一

第 3

周邊ハ上皮檬細胞淋巴球等 ノ反慮性細胞壇殖層

ノ形成 テ認ム。

B>幼 若動物 二於ケル所見

1.肉 眼的所見

大豆大 ノ限局性硬結 ノ牛球歌二隆起 セルモノヲ

認 メ、其5例 中2例 二匙状Z結 痂 アリ(594號.

595號)、 潰瘍形成ハ1例 モ無 シe

II.顯 微鏡的所見

595號 ハ丸キ形 ノ白血球性膿瘍檬病竈在 リv其

一小部分皮下 ヨリ進 ミテ皮膚面二破ル。594號

ノ痂皮ハFibroblastenニ ヨリ境 セラレ恰モ皮

膚表面二附著セルモ ノ・如 シ。白畑 求性膿瘍檬

病竈 ノ周園ハ上皮様細胞層 ヨリ成ル。

C)接 種後第3週 二於 ケル皮下結核初感病竈

ノ年齢的差異テ封比表示 スレバ次表 ノ如 シ。(第

3表 参照)

成 熟 動 物

1584圃589圃592
♂

400

440

1。00

3

十

十

♂

490

440

1.00

3

十

十

十

♂

蜘

410

1.00

3

十

十

結核菌注射第4週

A)成 熟動物 二於ケル所見

1.肉 眼的所見

結痂ラ全例 二認 メ5例 中3例(587號 、588號 、

593號 》二 潰瘍形成 ア リ。588號 ノ潰瘍 ハ径約

0。4cm.深 約0・2⑳ ニシテ形不整底面ハ黄灰色

ノ壌死物質ニテ蓋ハル。、

ll.顯 微鏡的所見

痂皮潰瘍底面ハ白血球核 ノ崩壊破砕濃縮 セルモ

ノ・集團 ヨリ成 リ、Eosinニ テ鮮明二染色サレ

赤味 ラ帯 プ感強 シ。潰瘍 ハ幾分穿掘性二皮膚内

♂

410

370

1。00

3

十

十

表

580

125

170

0.25

3

十

幼 若 動 物

59・{・9415951598

♂

180

220

0.25

3

十

110

180

0.25

3

十

十

♂

180

250

0.25

3

十

十

♂

125

230

0。25

3

十

し

二進入シ潰瘍底ハ皮下二達 セリ。潰瘍底面 ハ白

血球性膿瘍様病竈 ヨリ成 リ之 テ園続 スル上皮様

細胞層 ト明二魑別 サル。核 ラ全 ク認メザル乾酪

憂姓ハ之ラ認メズ。潰瘍底ニテハ所々其表面 ノ

膿瘍様病竈ハ細長 キ枝 テ出シテ皮下組織 二迄進

入 セリ。

皮下組織ハ廣汎ナル結核性肉芽組織 ヨリ成 リ、

又毛細血管新生 テ見ル.上 皮檬細胞 ノ多撒ハ核

紡績状 トナレルモノアリ。「ラングハンス」亘大

細胞 テ認メズ。

B)幼 若動物 二於 ケル所 見
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1.肉 眼的所見

大豆大 ノ牛球駄 二隆起 セル硬結 テ鯛 レ、其中央

二男胡犬ノ痂皮 アルモノ2例(599號 、600號)、

他ハ硬結 ノミニ シテ、潰瘍形成ハ1例 モ之 テ認

メズ。

U.顯 微鏡的所見

570號 、596號 、597號 テニハ皮下二略圓形 ノ白

血球性膿瘍様病竈 テ認メ其周園ハ結核性肉芽組

織 ニテ園続 サル。 内596號 ノ白血球性膿瘍様病

第 4

竈ニテハ上皮様細胞 ノ浸潤強ク、上皮檬細胞性

結節へ更代 セントスル像、ラ・呈 ス。600號 、599

號ニテハ白血球性膿瘍様病竈 ノ皮膚表面 二破 レ

乾繰凝固 シテ痂皮 テ形成 ス。 ソノ境界不鮮明サ

レド痂皮 テ剥離スルニ依 リ潰瘍形成 スル像 テ呈

セズ。

C)接 種後第4週 二於ケル皮下結核初感病竈

ノ年齢的差異 テ封比表示ス レバ次表 ノ如 シ。(第

4表 参照)

表
鋼

動 物 番 號1画
i成 熟 動 物 幼 若 動 物

5861587158859357・i副5971599{6・ ・

性 i♂ ♂ ♂ ♂ 含1♂i♂1舎 ♂ 舎

感染時饅重(gr) 250 鰯 450 450 430
ξ 125i130150 130 135

剖槍時盤重(び) 280 420 400 400 430 210 22・防 ・ 225 210

結 核 菌 量(mg) 0.50 1.00 1.00 LOO 1.00 0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

感染 期 間(週) 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

初
感
接
種
部

硬 結 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

痂 皮 十 十 十 十 十 一 一 一 十 十

潰 瘍 一 一 十 十 十 一 一 一
駒

一 一

癒 痕 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

IV。 総括及考按

本實験成績 二就 キ特記 スベキコ トハ次 ノ諸事項

ナ リ。

1)結 痂及潰瘍形成 ノ成熟動物 二於 テ顯著 ナル

ニ反 シ、幼若動物 二於 テハ硬結 テ形成 スルコト

著明ニシテ、結痂ハ少薮例、潰瘍形成ハ全 ク之

ラ認 メズ。結核菌接種後第2、 第3、 第4週 二

於 ケル結痂及潰瘍形成 ノ頻度 テ成熟幼若封比表

記 スレバ次表 ノ如 シ(第5表 参照)。

第5表

ノ

成 熟 動 物 幼 若 働 物

結 捌 潰 瘍 結 捌 潰 瘍

第2週 4例 ナ シ ナ シ 1ナ シ

第3週 4例 1例 2例 ナ シ

第4週 5例 3例 2例 ナ シ

1合 計 13例14例 4例 ナ シ

第5表 二於 テ見ル如 ク成熟動物 二於テハ 結痂

13例 ノ多撒例 ナルニ比 シ、幼若動物 ニテハ結痂

4例 二過ギズ。潰瘍形成ハ成熟動物二於テ4例

テ数ヘルニ反 シ、幼若動物 二於 テハ全 ク之 ラ認

メズ。

成熟動物 ニノミ潰瘍形成 テ認 メ、幼若動物 ニハ

全 ク之ラ見 ズ、硬結 ラ燭 レルノミナルハ興味深

キ事實ナリトス。

2)幼 若動物 二於テハ、其大多籔 ハ皮下結締織

内二略 ≧圓形規則正 シキ形 ヲ呈 セル白血球性膿

瘍様病竈 ノ存 シ、其周園 テ丸 ク結核姓肉芽組織

テ以 ラ園続 セラル ・二反 シ,成 熟動物二於 テハ

白血球性膿瘍檬病竈 ノ皮膚層 ヲ破壌 シテ外界二

交通 シ、凝固乾燥 シテ痂皮(組 織學的ニハ白血球

濃縮破砕片 ノ集團)テ形成 シ、又白血球(主 トシ

ラ多核白血球)ノ 浸潤強度ニ シテ廣範園二亙 リ

テ 白血球性膿瘍様病竈 テ形成 ジ、夫 レガ軟化 シ
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テ潰瘍 ヲ形成 スル チ認 ム。

即 チ結核菌 ガ侵襲 ス レバ幼若 成熟 雨動物 トモ弦

二白血球性膿瘍様病竈 テ形成 ス レ ドモ、幼若動

物 二於 テハ夫 レガ結節駄 二限局化 スル傾 向著 明

ニ シテ、成熟動物 二於 テハ夫 レガ軟化 シテ潰瘍 ,

トナル趣多 シ。

白血球性膿瘍 様病竈 ノー・ハ硬結 トナ リ、一 ハ軟

化潰瘍 トナル事貴 ハ明白 二年齢的差異 二由 ル組

織反慮 ノ相違 ニ シテ、余 ノ最 モ興味 テ魔 エタル

所 見ナ リ。而 シテ先進諸家 ノ未 グ報告 セル ヲ見

ザル新知 見 ナ リ トス。之 テ表示 ス レバ第6表 ノ

如 シ(第6表 参照〉。

表 中,〈1)白 血球 集結 ヨ リ(5)病 竈 ノ限界線 明

瞭 トナル迄 ハ 恩師竹 内教授 ノ ド肺結核 ノ病型 ト

其獲生機序 二就 テ」ノ論文 テ 参照 セルモノニ シ

テ實験 的結核 二於 ケル白血球 性膿瘍檬病竈 ノ成

立機序 ラ示 スモ ノナ リ。

白血球性膿瘍様病竈(Leukozyt5reabszess5h-

nlieheHerd)ハ 、恩師竹 内教授 ノ提唱 セラル ・

結核組織豫 ノ新知見 ニ シテ結核病型褒生機序 ノ

本態 ト見ルベキモ ノナ リ。

第6表

雛
白血球(圭 トシテ多核)集 結

白血球顧粒ノ消失

白血球胞膿ノ酸性色素染色力ノ増加

白血球核 ノ崩壌

病竈ノ限界線明瞭 トナル

1舳 球㈱ 鎌鷲

匹1國
3)爾 一 ツ興味 アルへ 成熟動物 二於 ケノレ潰瘍

底面 ノ白血球性膿瘍様病竈 ヨリ成 リ、完全ナル

乾酪攣性ラ認 メザル所見ナリ。

即チ潰瘍ハ、白血球性膿瘍様病竈其物ガ軟化 シ

テ生ジタルモノニシテ、乾酪漿性竈 ノ軟化 シテ

生ズルモノニ非ザルコトヲ考察 シ得ルコトナ

リ。

恩師竹内教授ハ人類結核肺二於 ケル塞洞形成機

序 二就テノ新見解 テ長碕醤學會雑誌(第 ユ2巻、

第5、 第6號 昭和9年 〉二於 テ登表セラレタ リ。

教授 ハ、從來室洞 ノ生成ハ乾酪慶性後乾酪様物

質 ガ軟化 シテ其軟化 シタルモノガ氣管 ヨリ外二

排出サ レテ生 ズトセラレタルヲ是正 シテ、室洞

ハ白血球姓膿瘍様病竈其物ガ軟化 シデ生ズルモ

ノトセラレ、此機轄ニハ結核菌繁殖集落形成 ノ

與ル鐵多キヲ提唱 セラレタ リ。

結核肺ノ室洞ハ潰瘍 ト同趣 ノ攣化ニ シテ、古 ク

ハ肺 ノ潰瘍 ト唱セラレタリ。 サ レド肺二於 テハ

潰瘍ガ洞状 ラナシ、結核性 ノ揚合ニハ洞内二液

或 ハ膿 ノ瀦溜スルコト稀ナル故室洞 ト稔 セラレ

タルモノナリ。

余 ノ實験成績 二於 テ、潰瘍底面 ノ白血球性膿瘍

様病竈 ヨリ成 リ乾酪化ラ認メズ、從 ツテ潰瘍形

成機韓ハ白血球性膿瘍檬病竈 ノ直接軟化 シテ生

ズルモノニシデ乾酪攣牲竈 ノ軟化 シテ生ズルニ

非ザルコ トテ考察 シ得ルハ、竹内教授 ノ提唱 セ

ラル ・室洞登生機序 ノ新見解 ラ實験的二謹明セ

ルー新知見ナ リトス。

4)以 上記述 セル如 ク、余ハNormprgieノ 幼

若及成熟 「モルモットJノ皮下二禮重二慮 ジテー一

定量 ノ結核菌 テ注射 シ、結核病攣 ノ年齢的差異

ラ研索セルニ、其最モ特異ナル所見 トシ7 、幼

若動物 二於テハ白血球性膿瘍様病竈 ガ限局性 ノ

硬結 トナ リ、成熟動物 二於 テハ白血球性膿瘍様

病竈ガ軟化 シテ潰瘍 テ形成 セルテ認 メタリ。此

事實ハ明二年齢的差異 ニヨル結核病竈組織反慮

ノ相違ナ リ。

Rankeガ 結核病期分劃設ラ褒表 シテヨリ、爾來

結核病型 ノ時期的差異 テ有 スル原因二就 テハ免.

疫 ノ成立進行 ト關係 ヅケテ考ヘラル。

サ レドRanke所 謂第一.maハ殆 ンド常二小見期

二褒生 シ、第三期ハ殆 ンド常二成人期二於テ表

ハル ・ラ以 テ、Ranke第 一一期病攣 ハ小見 二登

生 シ・第三期ハ成人結核 ト同一語 トナレルノ観

アリ。故二余 ノ實験 ノ示 ス如 ク、小見 ト成人期
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トニ嫁 ツテ結核 ノ組織反慮ガ本質的二異ナルモ

ノトセバ、結核病型 ラ見疫學的反慮差異二蘇 ツ

テ匠別 スル ト同時二年齢的差異二就 テモ考慮 ス

ル必要 アリト云 フざク、況 ンヤRanke第 一一期

ガ小見期二多 ク、第三期ハ成人 二於 テ多キ事 テ

思ヘバ、Rahke學 設 二於 テAllergie性 反慮

ノ差異二依ル病型差異 ト考ヘラレ タル或部分

ハ年齢的差異二過ギザルモノト考 フルラ得 ベ

シo

入種 ガ其幼年期二於 テ結核菌 ノ洗禮 テ受 クルニ

不拘、成入期 二於 ケル如 ク室洞形成テ認 メルコ

ト砂 キ理由二就テモ、幼若動物 ノ白血球姓膿瘍

様病竈ノ硬結 トナル傾向強 ク潰瘍形成 ラ全 ク訣

グ組織反慮 ノ特徴 ラ以テ理解 シ得ベク、又成人

期二於テ結核肺二室洞形成多キハ、成熟動物 ノ

白血球姓膿瘍様病竈 ノ軟化 シ潰瘍 テ形成 スル傾

向顯著ナル特徴 ラ以テ的確 二設明 シ得ベク、必

ズ シモ比較発疫期 ナルラ考慮スル ノ要ラ認メ

ズ。

現今結核 ノ襲生及遙展 二就テハ、Rankeノ 結

核病期分劃設ラ核心 トシテ設明セラレタル観ア

レド、余 ノ實験成績 二於 テ認 メタル如 キ年齢的

差異,ニ ヨル結核病竈組織反慮 ノ本質的 ノ相違

ハ、深 ク考慮 二入ルベキ事實 ト信ズ。

V.結 論

1.幼 若立立二成熟「モルモットJ二骨豊重 二慮 ジテ

ー定量 ノ結核菌 テ以 テ皮下接種 ヲ行ヘバ
、幼若

動物二於 テハ白血球性膿瘍様病竈 ノ硬結 二凝固

限局化スル傾向多ク、成熟動物 二於 テハ白血球

性膿瘍様病竈 ノ軟化崩壌 シテ潰瘍 ヲ形成 スル傾

向顯著ナル事實 ヲ認メタリ。

2.此 ノ白血球盤膿瘍様病竈 ノーハ軟化 シーハ

凝固スル所 ノ壌死轄蹄 ノ差異ハ年齢 ノ相違 二依

ル組織反慮 ノ本質的 ノ差異 ト見徹 ス可 ク、從來

Ranke第 一期 ト第三期病攣 ヲ其Allergie性 反

慮 ノ差異二基 クトセラレオルモ、 コノ年齢的差

異二依ル本質的組織反慮 ノ差異 テ以 テ、第一期

(圭 トシテ小見期)ト 第三期(主 トシテ大入)病痩

ノ差異 ラ生 ズル理由ノー ト考 フル事 ラ得ベシ。

欄筆二當 リ恩師竹内教授 ノ御懇篤ナル御指導御

校閲 テ賜 リタルコトニ謹 ミテ謝意 ラ表 ス。
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高 村 論 文 附 圖(1)

第 1 圖

知園驚

第 3 圖

成 熟 「モJレモ ッb」 皮 膚 初 感 接種 部(第2

固)動 物564號.31倍.濃 厚 色 ヲ呈 スjレ

部 ・・白血 球 性 膿 瘍 様 病 竃 ニ シテ ソノ周 園

ハ結 核 性 肉芽 組 織 ナ リ

成熟「モルモット」初感第3週 動物599

號.280倍.潰 瘍底面 ニシテ白血球性膿

瘍様病竈 ノ組織像ヲ呈 シ完全ナル乾酪化

ヲ認 メズ

成熟「モ'レモッF」初惑第4週 動物589

號.33倍.潰 瘍底面ニ シテ濃厚色ヲ呈ス

ル部ハ白血球性膿瘍標病竈 ニシテ淡色ヲ

呈スル部ハ上皮様細胞渡潤ヨリナル反鷹

性組織増殖ナリ



第 4 圖

第 5 圖

「鋒

、 爽館 海 鋳
〆

馬

幼 若 「モ,レモ ッ ト」初 感 第2週 動 物536

號.32倍.丸 〃結 節状 二 力タ マVル 自血

球 性 膿 瘍 檬 病 竈 ヲ認 ム

幼 若 「モ'レモ ッbJ初 感 第3週 動 物590

號.認 倍.幼 若 「モ ル モ ッ ト」ノ白 血球 性

膿 瘍 様 病 竈 ハ成 熟 動物 ノ夫 レが軟 化 シ易

キ ニ比 シ硬結 トナ ル傾 向 ア リ

第 6 圖

幼若「モルモッb」初感第4週 動物597

號.白 血球性膿瘍様病竈ハ幼若動物 二於

テハ丸キ結節 トナル傾向強 シ.潰 瘍形成

ハ之 ヲ認メズ




